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【IADL】

英 Instrumental activity of daily living
和 手段的日常生活動作
略 IADL

【用語解説】
IADL は５０年ほど前に提唱された生活自立機能を示す概念である（Lawton MP et al．Gerontologist１９６９；

９：１７９―８．）．高齢者が家の中で自立するためには，摂食，移動，整容，保清など「身の回りのことが出来
る」ことが必要であるが，社会的に自立するためには，さらに生活手段を駆使すること，即ち IADL が保
持されていることが必要である．その「ものさし」である IADL 尺度（Lawton．１９６９）は電話，買い物，食
事の準備，家事＊，洗濯＊，交通機関の利用＊，服薬管理および財産取扱能力の８項目（＊女性のみ）からな
りその可否により男性５点満点，女性８点満点で評価するものである．これら社会的自立に必須とされた項
目には時代を超えた普遍性が認められるが，男性は満点でも支援が必要となる場合がありうるなど現状に合
わない部分が見られる．２５年ほど前にわが国で開発された老研式活動能力指標１）は，IADL に加え知的能動
性および社会的役割を総合的に評価する尺度である．IADL に対し，「身の回りのことが出来る」ことは基
本的日常生活動作（basic activity of daily living，BADL）として区別される．認知症やフレイルでは，IADL
の低下により，生活支援が必要となることが多くみられる．したがって，超高齢社会を迎えたわが国の医療
を担う上で，IADL は重要な概念の一つである．
その他の必要事項：
専門分野：老年医学，老年看護学
関連学会：日本老年医学会，日本老年看護学会など
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